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Outline of Annual Research
Achievements

⾼次脳機能の基盤となる脳神経系の形成機構の解明は、神経科学の最重要課題の⼀つである。正常な脳神経系の形成には、多様な形成プロセスが適切な部位
(Right place)で作動するのみならず、適切な時期(Right time)に開始することが必須であるが、開始時期制御メカニズムには不明な点が多い。我々はこれまで
に⼤脳⽪質⼀次体性感覚野においてバレル形成開始が、新⽣仔の出⽣(=⺟親の出産）により制御されることを⾒出した。そこで本研究課題では、出⽣直後に⽣
じる脳神経系の成熟に焦点を絞り、その制御メカニズムの解明を⽬指している。これまでに出⽣が、神経回路の形成のみならず、哺乳⾏動の発達も制御してい
ることを⾒いだした。さらに出⽣後に⽣じる神経細胞の成熟機構が明らかとなった。本研究の成果は基礎神経科学へのインパクトのみならず、ヒトの早産によ
る脳機能障害のメカニズムの理解などの臨床周産期医学や⼩児科領域にも⼤きな波及効果を及ぼすなど社会的インパクトも⼤きい。

Research Progress Status 26年度が最終年度であるため、記⼊しない。

Strategy for Future Research
Activity

26年度が最終年度であるため、記⼊しない。
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2014[Journal Article] Molecular investigations of the brain of higher mammals using gyrencephalic carnivore ferrets 

2014[Journal Article] The development of suckling behavior of neonatal mice is regulated by birth 

2014[Journal Article] 脳神経系の形成制御機構の解明とその医学的応⽤ 

2013[Journal Article] Birth regulates the initiation of sensory map formation through serotonin signaling. 

2013[Journal Article] FoxP2 is a parvocellular-specific transcription factor in the visual thalamus of monkeys and ferrets. 
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